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おあしす 指定管理者継続
さらに市民主役の拠点へ

岩田　京子

問 フリースペース（元ハートフルポット）は人目に
つく良い場所の上、鍵もかかる。利点を生かして、貸
出しスペースにできないか。利用料による収益も生ま
れるが、ご見解を。
答 現在の活用も有効。引続き活用していく。
問 エントランスでの展示について、行政は使えるが、
市民が使えない理由は。
答 市は責任をもってやれる。市民が置いたものの安
全管理・物品管理に対応できない。
問 営利利用の場合は利用料が５倍。営利の判断が曖昧
だがルールは。営利であることを理由におあしすを会場
に行うコンサートのポスター掲示ができなかった事例が
ある。貸館として機能が果たせていないが、市の見解は。
答 団体の主たる目的、施設利用の主たる目的から、
協議し、個別に判断している。今後については、様々
聞きながらおあしすと検討する。
問 講演会などで、講師の書籍を販売するのは営利活
動か。
答 公民館では学習の理解を深める書籍販売は可能だ
が、おあしすでは講演内容との関連性、売上金等と勘
案し営利として取扱うこともある。

イネカメムシ被害に対する
稲作農家の支援と対策を！

岩崎　小百合

問 昨年の夏、稲の穂を加害する「イネカメムシ」が、
県東部では前年の約８倍が確認された。稲穂の中に実
がない「不稔米」や黒い斑点が実に見られる「斑点
米」が生じ、収量・品質に大変大きな打撃を受けてお
り、生産者から悲痛な声が届いている。市、ＪＡさい
かつ、生産者の連携状況と、今後のイネカメムシ対策
について伺う。
答 今年１月にJAさいかつを交え広域防除に関する
講習会が行われる予定。

問 広域防除の実施については、安全性に配慮がなさ
れるよう、事前にしっかりと議論する必要であると考
える。
　江戸川河川敷等の草刈りの時期は、カメムシ被害の
抑制のためには、出穂期から全ての穂が揃う穂揃期に
配慮した日程調整が必要ではないか。今後の草の管理
について伺う。
答 関係機関と相談・調整していく。

問 被害拡大による減収に対する国、県、市との連携
した支援の検討はされているか伺う。
答 減収に対する国や県の支援についての情報はない。
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吉川駅北側地域浸水対策
２か年で設計、工事着工に

遠藤　義法

問 吉川駅北側地域の浸水対策として共保雨水ポンプ
場に横軸水中ポンプを増設すること、雨水排水管を大
きくすることなどの計画をたててきました。中川への
放水量を増やすため下水道事業の変更を埼玉県と協議
してきましたが、進捗状況と今後の事業のすすめ方を
伺います。
答 埼玉県との協議は今年度中に完了し、令和７・８
年度で設計を行い、令和９年度の工事着工の計画です。
課題として、共保雨水ポンプ場を維持しながら補強工
事を進めることや雨水管を取り替える工事の工法など
の難しさがあります。設計をすすめるなかで、早く工
事を終わらせるための検討もあわせて行っていきます。

◆高齢者世帯家賃助成の継続を
問 市は、65歳以上の非課税世帯に対して支給して
いる賃貸住宅家賃助成を継続すべきです。物価高騰の
なか生活を切りつめている高齢者の助成打ちきりはや
めるべきです。
答 家賃の公的支援を行うことの不公平性が課題です。
現時点で現行制度の見直しの検討はしていません。


